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畜産近代化リース事業は、財団法人畜産

近代化リース協会（以下、リース協会）が

主体となる事業です。リース協会は、畜産

農家等が利用する畜産関係機械施設のリー

ス事業を通じ、畜産経営の近代化と体質強

化を図るとともに、乗馬の普及を図ること

を目的として、昭和５０年６月に地方競馬

全国協会及び日本中央競馬会の出資により

設立された団体です。 

当畜産協会においては、リース協会より

委託を受け、リース物件貸付の調査・指導

を行っています。 

昨今の厳しい畜産情勢の中、畜産経営の

一助になればと思い、下記のとおりリース

事業についてご紹介させていただきます。 

 

○リースの仕組みは 

ご希望の畜産機械施設をリース協会が購

入し、畜産農家等にこれをリースしてご利

用頂き、リース期間（通常６年）終了時に

は、そのリース機械を譲渡する仕組みです。 

なお、契約は、リース協会と農業協同組

合等の間で契約し、その後農業協同組合等

から畜産農家等の皆様へ再リースする形と

なります。 

 

○リースの特徴は 

・畜産農家の大切な資金の有効利用が図ら

れます。 

リース料を支払うことで機械施設がご利

用できますので、導入時に多額の購入資

金を準備する必要がありません。 

・ご自身で自由に機械を選べます。 

リースする機械は、利用する畜産農家が

自由に選定し、その購入価額を販売業者

と交渉して決めて頂きます。 

 

○リース期間が終わったら 

リースした機械はリース期間が終わった

らご自身のものになります。 

リース期間終了時に、購入価格の 100 分

の 10 に相当する額に、消費税相当額を加え

た価格で譲渡致します 

 

○リース期間中の事故はどうなるの。 

リース期間中における不慮の事故・災害

には、動産総合保険への加入で補償されま

す。 

リースを利用される皆さん全員に動産総

合保険（注）に加入して頂きます。 

（注）火災・落雷等偶発的な事故によるリ

ース機械の損害を補償するための保険です。 

ただし、標識を付けたトラクター等は、

皆さんで車輌保険に加入して下さい。 

 

○借りる機械のリース料は 

リース機械の取得価額から取得価額の

100 分の 10 に相当する額を差し引いた額を

リース契約期間の年数で割った額を年額と

して、毎年納入して頂くことになります。 

なお、その際リース残高に対して１パー

セントの貸付利子（事務手数料相当）を負

担願います。 

それでは、具体例で計算してみましょう。 

例えば 100 万円（消費税抜き）の機械を 10

月１日から借りた場合のリース料等につい

て計算してみると、以下のようになります。 

（６年間のリース期間で貸付利子の合計額

は 35,250 円です。） 

 



  

 

 

詳しくは、畜産近代化リース協会畜産事業部（TEL：03-3584-0883）又は、最寄りの農業

協同組合、当畜産協会までご連絡下さい。 


